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は
？「

無
電
柱
化
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、
国
内
で

は
進
展
し
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。
東
京
都
の
　
区
で
は

２３

約
　
％
ま
で
進
み
、
都
心
３

５０
区
（
千
代
田
・
中
央
・
港
）

で
は
、
約
９
割
ま
で
進
ん
で

い
る
。
海
外
に
目
を
向
け
る

と
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
香

港
で
は
１
０
０
％
だ
。
国
や

各
自
治
体
の
方
針
、
管
路
の

確
保
や
施
工
し
や
す
さ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
が
、
実
現
可
能
な
エ
リ
ア

か
ら
推
進
し
た
い
。
美
観
だ

け
で
な
く
災
害
に
強
い
こ
と

か
ら
期
待
し
て
い
る
」

　

―
下
期
に
向
け
て
、
電

線
不
足
再
発
防
止
へ
の
対
策

は
？「

昨
年
か
ら
続
い
た
電
線

不
足
だ
が
、
よ
う
や
く
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
解
消
さ

れ
て
き
た
。
下
期
の
需
要
増

に
向
け
て
、
で
き
る
だ
け
早

く
需
要
動
向
を
予
測
し
、
業

界
全
体
で
供
給
体
制
を
整
え

る
。
現
状
で
は
、
昨
年
の
よ

う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い
と

見
て
い
る
。
も
し
、
電
線
不

足
が
起
き
た
場
合
で
も
、
発

注
の
平
常
化
な
ど
を
需
要
家

側
に
伝
え
て
ご
協
力
い
た
だ

き
、
我
々
も
供
給
の
安
定
化

に
向
け
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
連
携
し
て
取
り

組
む
」

「
電
線
は
、
人
間
の
生
活

に
密
着
し
た
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
が
、
存
在
は
目
立
た
な
い
。

引
き
続
き
、
電
線
と
業
界
の

認
知
度
を
上
げ
る
た
め
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

当
会
が
　
周
年
を
迎
え
た

７０

　
年
に
策
定
し
た
電
線
の
日

１８（
　
月
１
８
日
）
は
、
今
年

１１
で
７
年
目
を
迎
え
る
。
電
線

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
２
期

目
を
迎
え
た
石
山
蓮
華
さ
ん

に
も
電
線
の
魅
力
を
宣
伝
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
当
会
と

し
て
は
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ

ア
だ
け
で
な
く
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
た
い
」

　

―
他
の
団
体
と
の
連
携

が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

「
経
済
産
業
省
の
金
属
課

と
連
携
し
、
当
会
の
重
点
活

動
テ
ー
マ
を
推
進
し
た
い
。

流
通
で
は
、
昨
年
か
ら
全
日

本
電
線
販
売
業
者
連
合
会
と

の
意
見
交
換
や
文
書
の
発
行

を
行
っ
て
い
る
。
需
要
先
と

し
て
は
、
日
本
電
設
工
業
協

会
、
全
日
本
電
気
工
事
業
工

業
組
合
連
合
会
、ま
た
、国
土

交
通
省
と
は
、
電
線
供
給
の

正
常
化
や
電
線
盗
難
問
題
の

解
決
に
向
け
て
連
携
す
る
」

無
電
柱
化
の
推
進
 

実
施
可
能
な
エ
リ
ア
か
ら

―
無
電
柱
化
の
進
捗

反
映
し
た
価
格
転
嫁
は
、
お

客
さ
ま
と
充
分
に
相
談
し
な

が
ら
推
進
し
た
い
」

　

―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
は
？

「
環
境
保
全
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
気
候
変

動
に
よ
る
海
水
温
度
の
上
昇

に
よ
り
、
漁
獲
量
に
も
変
化

が
表
れ
て
い
る
。
原
因
が
大

気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

に
あ
る
と
す

れ
ば
、
排
出
量
を
削
減
し
な

け
れ
ば
ば
ら
な
い
。
２
０
３

０
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削

減
目
標
は
、
当
会
の
会
員
社

か
ら
代
表
者
を
募
っ
た
『
環

境
専
門
委
員
会
』
で
議
論
さ

れ
た
も
の
だ
」

　

―
人
手
不
足
、
人
材
育

成
へ
の
対
応
策
は
？

「
会
員
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
と
、
管
理
職
、
営
業
職
、

技
術
職
、
製
造
現
場
で
の
人

材
不
足
・
高
齢
化
と
、
あ
ら

ゆ
る
職
務
で
人
手
不
足
が
起

こ
っ
て
い
る
。
同
時
に
若
手

の
採
用
と
定
着
も
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
若
手
が
魅
力
を

感
じ
、
長
く
働
き
た
く
な
る

魅
力
あ
る
業
界
と
周
知
す
る

こ
と
は
当
会
の
使
命
だ
。

ま
た
、
外
国
人
の
採
用
は

個
社
だ
け
で
は
対
応
が
難
し

い
。
制
度
・
法
令
の
改
正
を

関
係
省
庁
に
呼
び
掛
け
る
」

　

―
広
報
活
動
へ
の
思
い

は
？

を
回
避
す
る
」

　

―
他
に
電
線
業
界
が
抱

え
る
問
題
と
対
策
は
？

「
主
に
、
人
里
離
れ
た
山

間
部
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光

発
電
施
設
で
電
力
ケ
ー
ブ
ル

が
切
断
・
盗
難
さ
れ
、
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
自
治

体
や
地
元
警
察
と
も
連
携
し

て
、
積
極
的
に
対
策
す
る
。

ま
た
、
原
材
料
や
高
熱
費

の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
を

な
く
、
施
工
、
品
質
の
改
善
、

洋
上
風
力
発
電
に
伴
う
新
た

な
需
要
、
広
域
連
系
直
流
ケ

ー
ブ
ル
に
も
対
応
す
る
」

　

―
２
０
２
４
年
問
題
へ

の
対
策
は
？

「
現
状
で
は
大
き
な
影
響

は
な
い
。
電
線
業
界
と
運
送

業
者
と
で
、
物
流
の
効
率

化
、
簡
素
化
、
ル
ー
ル
の
策

定
な
ど
を
進
め
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
維
持
し
、
需
給
逼
迫

神
奈
川
県
横

浜
市
の
山
手
地

区
は
明
治
の
開

港
後
、
外
交
官

や
貿
易
商
が
移

り
住
ん
だ
日
本

の
西
洋
文
化
発
祥
の
地
だ
▼

み
な
と
み
ら
い
線
・
元
町
中

華
街
駅
出
口
か
ら
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
昇
る
と
、
通
称
フ

ラ
ン
ス
山
の
上
に
出
る
。
港

の
見
え
る
丘
公
園
前
か
ら
山

手
本
通
り
を
外
国
人
墓
地
の

方
向
に
歩
む
と
、
元
町
公
園

の
緑
を
背
景
に
道
な
り
に
い

く
つ
か
の
西
洋
館
や
キ
リ
ス

ト
教
会
が
現
わ
れ
、
山
手
イ

タ
リ
ア
山
庭
園
に
到
着
す
る
。

小
一
時
間
ほ
ど
の
横
浜
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
散
歩
で
あ
る
▼
だ

が
、
お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら

だ
。坂
道
を
一
気
に
下
り
、元

町
商
店
街
へ
向
か
う
。
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
１
本
裏
手

に「
大
木
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
」が
あ
る
。黄
色
い
看
板
を

掲
げ
た
こ
の
店
は
一
見
、
普

通
の
精
肉
店
だ
が
、
大
正
９

（
１
９
２
０
）年
、
日
本
で
初

め
て
ド
イ
ツ
式
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
製
造
・
販
売
を
始

め
た
。
来
日
し
た
ド
イ
ツ
の

職
人
に
弟
子
入
り
し
秘
伝
の

食
肉
加
工
法
を
伝
授
さ
れ
た

創
業
者
の
教
え
を
、
い
ま
の

店
主
も
忠
実
に
守
っ
て
い
る

▼
冷
蔵
ケ
ー
ス
に
ハ
ム
や
コ

ン
ビ
ー
フ
な
ど
が
塊
で
並
び
、

注
文
を
受
け
る
と
ス
ラ
イ
ス

し
て
く
れ
る
。
ベ
ー
コ
ン
に

レ
バ
ー
ペ
ー
ス
ト
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
と
目
移
り
し
な
が
ら
何

種
類
か
包
ん
で
も
ら
う
。
保

冷
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
い
そ
い

そ
と
持
ち
帰
り
、
夕
食
の
膳

に
載
せ
る
。
ど
れ
も
旨
み
の

詰
ま
っ
た
濃
厚
な
味
わ
い
で
、

量
販
店
の
商
品
と
は
別
モ
ノ
。

マ
ス
タ
ー
ド
や
ワ
サ
ビ
醤
油

と
も
相
性
が
い
い
▼
午
前
９

時
の
開
店
後
し
ば
ら
く
は
近

隣
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
配

達
に
回
る
の
で
、
購
入
の
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
は
午
前
　
時
前

１１

後
。
店
頭
に
軽
ワ
ゴ
ン
車
が

停
ま
っ
て
い
れ
ば
店
主
が
い

る
シ
グ
ナ
ル
だ
。（
微
風
）学

岳
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

―
会
長
就
任
の
抱
負

は
？「

電
線
工
業
会
は
設
立
か

ら
　
年
の
歴
史
あ
る
団
体

７６
だ
。
電
線
業
界
は
、
電
力
・

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
を
供

給
し
、
社
会
基
盤
を
支
え
る

と
い
う
重
要
な
事
業
を
担
っ

て
い
る
。
会
員
各
社
と
も

に
、
日
本
と
世
界
の
発
展
に

寄
与
す
る
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
。
会
員
各
社
が
持
続

的
に
利
益
を
上
げ
、
社
会
に

貢
献
す
る
業
務
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
引
き
続
き
環
境

整
備
を
行
う
」

ア
ル
ミ
電
線
 

自
動
車
分
野
で
普
及

　

―
電
線
産
業
に
お
け
る

期
待
材
料
は
？

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

対
応
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
拡
大
、
電
動
化
の

推
進
に
加
え
、
情
報
通
信
分

野
で
は
Ａ
Ｉ
の
経
営
へ
の
活

用
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
急

増
な
ど
に
よ
り
、
電
線
ケ
ー

ブ
ル
の
需
要
は
拡
大
の
方
向

に
あ
る
。
一
方
で
、
電
力
消

費
量
を
抑
え
る
と
い
う
世
界

的
な
課
題
に
向
け
て
は
、
電

線
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、

関
連
す
る
派
生
製
品
の
拡
販

も
推
進
す
る
。
例
え
ば
、
自

動
車
の
電
動
化
・
軽
量
化
と

い
っ
た
分
野
で
は
、
ア
ル
ミ

電
線
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
好
材
料
を
背

景
に
、
当
会
の
施
策
を
推
進

し
た
い
」

　

―
電
線
工
業
会
の
重
要

課
題
は
？

「
　
年
度
は
４
つ
の
重
点

２４

活
動
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。

一
つ
目
は
『
環
境
問
題
へ

の
対
応
』
だ
。
電
力
需
要
の

増
加
に
伴
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
は
増
加
し
、
電
線
ケ
ー

ブ
ル
製
造
時
に
も
Ｃ
Ｏ
２

を

排
出
す
る
。
そ
こ
で
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
て
、
２
０
３
０
年
度

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
　
万
㌧

６０

強
（
　
年
度
比
で
　
％
削
減
）

１３

３７

に
抑
え
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

二
つ
目
は
『
中
堅
中
小
企

業
の
経
営
基
盤
強
化
支
援
』

だ
。
業
界
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
人
材
確
保
に
向
け
て
、

電
線
業
界
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
高
等
学

校
な
ど
に
配
布
し
、
若
者
の

採
用
を
促
進
す
る
。

三
つ
目
は
『
商
慣
習
の
改

善
』
だ
。
取
り
引
き
を
行
う

上
で
の
契
約
書
の
整
備
や
、

価
格
転
嫁
の
促
進
、
コ
ス
ト

増
加
分
の
価
格
転
嫁
の
支

援
、
件
名
先
物
契
約
の
改
善

な
ど
を
推
進
す
る
。

四
つ
目
は
『
海
外
情
勢
と

と
技
術
動
向
の
把
握
』
。
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
と
技

術
情
報
を
収
集
し
て
分
析

し
、
会
員
社
と
情
報
を
共
有

す
る
」

　

―
商
慣
習
の
改
善
へ
の

期
待
は
？

「
商
慣
習
が
時
代
の
変
化

に
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
状

況
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
会

員
社
の
事
業
を
持
続
可
能
に

す
る
た
め
に
も
改
善
が
必
要

だ
。
会
員
社
の
お
困
り
ご
と

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
関
係
諸

団
体
や
官
庁
、
当
会
に
反
映

さ
せ
る
流
れ
を
作
る
」

―
足
元
の
市
場
動
向

ネ
ル
ギ
ー
関
連
な
ど
の
需
要

か
ら
堅
調
。
電
気
機
械
は
自

動
車
電
装
品
分
野
が
回
復
し

て
い
る
。
輸
出
は
大
型
案
件

が
少
な
か
っ
た
た
め
減
少
し

た
。ア

ル
ミ
電
線
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
需
要

が
増
加
し
て
い
る
。
自
動
車

用
Ｗ
Ｈ
の
ア
ル
ミ
化
も
進
ん

で
い
る
。
光
ケ
ー
ブ
ル
は
若

干
マ
イ
ナ
ス
だ
。
出
荷
の
８

割
は
輸
出
に
な
り
、
前
々
年

度
ま
で
は
伸
び
た
が
、
前
年

度
に
輸
出
量
が
減
少
し
た
。

背
景
に
は
、
欧
米
で
の
需
給

軟
化
、
海
外
へ
の
製
造
移
管

が
あ
る
」

６
月
の
臨
時
幹
事
会
で
日
本
電
線
工
業
会
の
会
長
に
就
任
し
た
森
平
英
也
氏
（
古
河
電
工
代
表
取
締
役
社
長
）
が

本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。「
会
員
各
社
が
持
続
的
に
利
益
を
上
げ
、
社
会
に
貢
献
す
る
業
務
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
環
境
整
備
を
行
う
」
と
就
任
の
抱
負
を
語
っ
た
。　

年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
環
境
問
題
へ
の

２４

対
応
、
②
中
小
中
堅
企
業
の
の
経
営
基
盤
強
化
支
援
、
③
商
慣
習
の
改
善
、
④
海
外
情
勢
お
よ
び
技
術
動
向
の
把
握
、

の
４
つ
を
掲
げ
た
。
中
で
も
商
慣
習
の
改
善
に
つ
い
て
は
、「
時
代
の
変
化
に
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

会
員
社
の
事
業
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
に
も
改
善
が
必
要
だ
」
と
し
た
。
下
期
に
懸
念
さ
れ
る
電
線
ケ
ー
ブ
ル

不
足
へ
の
対
策
と
し
て
は
、「
需
要
予
測
を
早
め
、
発
注
の
平
常
化
な
ど
を
需
要
家
側
に
伝
え
て
ご
協
力
い
た
だ
く
。

供
給
の
安
定
化
に
向
け
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
連
携
し
て
取
り
組
む
」
と
語
っ
た
。

森平英也  会長

は
？「
　
年
度
の
実
績
を
振
り

２３

返
る
と
、　

年
度
比
で
横
ば

２２

い
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
て
工
事
の
延
期
が
解
消

し
、
全
体
的
に
プ
ラ
ス
の
効

果
を
生
ん
で
い
る
。一
方
で
、

資
材
価
格
の
高
騰
、
建
設
・

輸
送
業
の
人
材
不
足
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
っ
た
。

部
門
別
に
み
る
と
、
自
動

車
（
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
）

や
建
設
・
電
販
は
回
復
基
調

に
あ
る
。
通
信
は
横
ば
い
。

電
力
は
設
備
更
新
や
再
生
エ

　
年
度
電
線
見
通
し
 

２４３
年
ぶ
り
に
増
加

―
　

年
度
の
見
通
し

２４

は
？「

内
需
、
輸
出
と
も
に
３

年
ぶ
り
に
増
加
の
見
通
し

だ
。
部
門
別
に
み
る
と
、
通

信
は
前
年
度
並
み
。
半
導
体

製
造
工
場
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
建
設
な
ど
の
大
型
案
件
か

ら
、
電
力
は
増
加
。
自
動
車

は
不
正
認
証
問
題
の
影
響
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
生
産

台
数
は
減
少
す
る
と
見
て
い

る
。
建
設
・
電
販
は
、
都
市

再
開
発
や
大
阪
・
関
西
万
博

な
ど
の
大
型
案
件
に
期
待
し

て
い
る
。
輸
出
は
、
電
力
需

要
や
脱
炭
素
に
向
け
た
設
備

投
資
に
よ
り
需
要
が
拡
大
す

る
だ
ろ
う
。
米
大
統
領
選
、

米
中
貿
易
摩
擦
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
な
ど
の
外
的
要
因
も

注
視
す
る
。
ア
ル
ミ
は
堅
調

だ
が
、
電
力
部
門
向
け
出
荷

が
や
や
減
少
し
て
い
る
。
光

ケ
ー
ブ
ル
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や

Ａ
Ｉ
関
連
の
設
備
投
資
の
回

復
に
期
待
し
て
い
る
」

　

―
電
線
産
業
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
？

「
国
内
で
は
少
子
高
齢

化
、
東
京
一
極
集
中
に
よ
る

人
口
の
偏
在
、
地
方
の
過
疎

化
、長
時
間
労
働
問
題
、若
者

の
嗜
好
の
変
化
、
と
い
っ
た

社
会
的
な
課
題
に
対
し
て
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
、

自
動
車
の
電
動
化
や
自
動
化

が
進
む
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

流
れ
に
伴
っ
て
、
電
線
へ
の

要
求
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
・

高
度
化
す
る
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
や
人
手
不
足

に
よ
り
、
工
事
施
工
が
容
易

な
製
品
へ
の
需
要
も
高
ま
る

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
新
製
品
の

開
発
と
提
供
に
努
め
る
。

特
に
、
自
動
車
の
電
動
化

に
向
け
て
は
、
交
通
シ
ス
テ

ム
と
の
連
携
や
交
通
イ
ン
フ

ラ
全
体
に
向
け
た
需
要
に
も

対
応
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
て

も
、
送
電
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で

業界全体で電線不足に対応
商慣習の改善を急ぐ
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